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The possibillty of using “〕9Bて功4R」' fOr career Education
YOKOYAMA Yutaka
Abstract
This paper descnbed the advantage of using alVbbて,老ユエJ‖for career educatbn.‖Tra ヵゎc老ユro systtnゴ
is a new systern that began this year.The original purpose of‖ォ′ac i19わcとュコび、弓ysオθ鸞ず!is tO support a
petton looking for a,ob,When a job sceker writts aわb∽rJW,the job seeker can und(lrstand his own
work experience and einployment possiblities、vhle ge ting the advice of the career cOunselor.If a
teacller utiliges a散フb cθrJ“for career education in his way,the student can understand his caКer
betten Therefo■I ttcOmmend tllat a ttacher udlitt he fわわ arJ‖for career edllcadon,However,2
problems may arise,First, the teacher may have insufficient training and ttcond,わb∽魅‖are not
yct widely known in」apan.These prOblems have to be(′主ddreSs d f r the sticcessful tise of it,そフb(,セ2rd‖.
Key wordsi Career Education, 七R9B c4Rづ' , Career counselor
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註
平成18年度労働経済自書参照。
平成11年12月の中央教育審議会答申「初等中等教
育と高等教育との接続の改善について」第6章「学
校教育と職業生活との接続」第一節「学校教育と職
業生活の接続の改善のための具体的方策」
同報告書では「キヤリア」と「キャリア教育」につ
いて単独で一章を当てその意義と内容について会議
としての見解を詳しく述べている。そこでは「キャ
リアJについて、その解釈・意味付けが多様である
ことを認めたうえで、「キヤリア」を「個々人が生
涯にわたって遂行する様々な立場や役割の連鎖及び
その過程における自己と働くこととの関係付けや価
値付けの累積」と定義し、その定義に基づいて「キ
ャリア教育」を「児童生徒一人一人のキャリア開発
を支援し、それぞれにふさわしいキャリアを形成し
ていくために必要な意欲・態度を育てる教育Jとと
らえていることが示されている。
平成18年11月「高等学校におけるキャリア教育の
推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書一普
通科教育におけるキャリア教育の推進―」第 1章
「普通科におけるキャリア教育の必要性」第 2節
「キャリア教育の必要性」
http://、vwVヽヽア.kantei.go.jp/jp/singi/seichou2/job/
saisyu/siryou.html 平成20年9月現在
このキャリア・コンサルティングを行うものがキャ
リア・コンサルタントと呼ばれる者であるが、現在
のところ厚生労働省が財団法人社会経済生産性本部
に委託して行っているジョブ 。カード講習を修了し
登録団体に登録された者をいう。
実際には、企業や学校、さらには商工会議所など
様々な組織がかかわり、複数のプログラムがそれぞ
れに独立して動き、かつそれに応じて賃金や助成金
等が設定されていてそのシステムの全貌はかなり複
雑である。
http://、アヽヽヽアw.mhlヽV.go.jp/bunya/nouryoku/job_
むardo1/index,html 平成20年9月現在
ジョブ・カードの様式は厚生労働省のHPからダウ
ンロードできる。
http://wヽvW.mhlw.go.jp/bunya/nouryoku/job_
card01/jobcardol.htrl■1
評価シートは「職業能力形成プログラム」における
企業による評価で使用され、「実践型教育プログラ
ム」では評価シートではなくプログラムを提供した
大学 。専門学校などにおいて「履修証明書Jが交付
される。この二つを「ジョブ・カード制度」では職
業能力証明書 (ジョブ・カー ド・コア)と呼んで、
システムの根幹を支える一つとして位置づけられて
いる。
http://ヽvwV.nier.gO.jp/観■idO/centerhp/sinrO/sin
ro.htmlからダウンロードできる。
それは教育的視点ではなく企業側の視点で作成され
ていることからすれば当然であり、評価項目が具体
的かつ客観的に評価できるよう作成されている有様
は人事考査のための評価シー トを考莱させられよ
う。
様式6は紙幅の関係上、ここでは引用しない。注 9
で示した厚生労働省のHPからダウンロードして参
照されたい。
「ビジネスマナー」で示されることは、例えば「職
場において、職務にふさわしい身だしなみをたもっ
ている」「職場の上位者や同僚などに対し、 日常的
な挨拶をきちんと行つている」などであり、これも
文言をすこし変更すれば日常生活に応用可能であろ
う。
同報告書、Ⅲ.「ジョブ・カー ド制度」構築にあた
り重視すべき点 (課題)、 3「キャリア・コンサル
ティングの重要性J1516P
現時点 (平成20年8月)で筆者の知るところはキ
ャノン株式会社及び松下電器産業株式会社の2社で
ある。
平成20年9月に国家検定制度にキャリア・コンサ
ルティング技能検定が新たに追加された。第 1回試
験は平成20年12月に予定されている。試験は厚
生労働省から指定試験機関に指定された特定非営利
活動法人キャリア・コンサルティング協議会により
行われる。
